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アジア の窓 米
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
重
視
が
鮮
明
と
な
っ
て
い

る
。
米
国
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
九
．
一
一
テ
ロ

後
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
そ
し
て
二
〇
〇
三
年

の
イ
ラ
ク
攻
撃
以
降
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ

ク
の
戦
争
に
軍
事
外
交
資
源
を
投
入
し
て
き
た
。

そ
の
間
、
特
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
冷
淡
あ
る
い
は

無
関
心
と
い
わ
れ
る
対
応
を
と
っ
た
。
そ
の
象
徴

的
な
出
来
事
は
、二
〇
〇
七
年
九
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
予
定
さ
れ
て
い
た
米
国
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会

議
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
る
延
期
決
定
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
創
設
四
〇
周
年
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
米
国
対
話
三
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年

だ
っ
た
だ
け
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
の
失
望
は
大
き

か
っ
た
。

同
じ
時
期
に
顕
著
と
な
っ
た
の
が
中
国
の
台
頭

と
南
進
で
あ
る
。
中
国
は
経
済
面
で
急
速
に
台
頭

し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
凌
駕
し

た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
政
治
経
済
関
係
の
深

化
も
急
激
に
進
み
、
多
く
の
国
で
最
大
の
貿
易
相

手
国
と
な
り
、
特
に

Ｃ
Ｌ
Ｍ
諸
国
で
は
投

資
、
援
助
で
大
き
な
存

在
感
を
示
し
て
い
る
。

海
軍
力
を
中
心
に
軍

事
面
で
の
強
化
も
著

し
く
、
二
〇
一
〇
年

頃
か
ら
南
シ
ナ
海
を

核
心
的
利
益
を
有
す

る
地
域
と
す
る
な
ど
あ
か
ら
さ
ま
に
国
益
の
主
張

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

米
国
内
で
は
、
米
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
関
心
を

失
っ
て
い
る
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
が
認
識
し
中
国
の

影
響
力
が
増
す
と
の
懸
念
を
有
識
者
が
持
ち
、
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
軽
視
を
批
判
す
る
見
解
が
発
表
さ
れ

て
い
た
。
米
国
の
姿
勢
に
変
化
が
現
れ
た
の
は

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
末
期
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が

二
〇
〇
八
年
四
月
の
ス
コ
ッ
ト
・
マ
ル
シ
ェ
ル
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
使
任
命
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
も
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
含
め
た
東
ア
ジ

ア
重
視
の
一
環
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
と
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
重
視

は
オ
バ
マ
政
権
に
引
き
継
が
れ
、
オ
バ
マ
大
統
領

は
二
〇
〇
九
年
十
一
月
、
二
〇
一
〇
年
九
月
に
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
首
脳
会
議
を
開
催
し
た
。
米
国
は

二
〇
〇
九
年
七
月
に
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約

（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
に
署
名
し
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
参
加

の
資
格
を
得
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
か
ら
み
れ
ば
、
米

国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
重
視
に
よ
る
勢
力
均
衡
は
望
ま

し
い
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
中
国
と

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
う
ち
四
カ
国
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
も
参
加
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

が
東
ア
ジ
ア
の
地
域
協
力
と
経
済
連
携
の
中
核
と

な
っ
て
い
る
。
中
国
の
存
在
感
が
強
ま
っ
て
い
た

東
ア
ジ
ア
で
は
、
米
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
重
視
に
よ

り
、
米
中
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
日
本
、
イ
ン
ド
、
豪
州
、

ロ
シ
ア
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
安
全
保
障
、
地
域

協
力
、
経
済
連
携
面
で
の
枠
組
み
作
り
と
せ
め
ぎ

あ
い
が
進
む
で
あ
ろ
う
。

（
石
川
幸
一　

ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
重
視
を
強
め
る
米
国

　
✿ 

研
究
所
だ
よ
り 

✿

　
二
〇
一
一
年
は
、
二
月
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
地
震
、

三
月
の
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
、
十
月
の
バ
ン
コ
ク

大
水
害
、
十
一
月
以
降
の
欧
州
国
家
債
務
危
機
と
想
像
を

超
え
る 

危
機
的
な
事
態
が
続
き
ま
し
た
。
天
災
と
い
え
る

の
は
二
つ
の
大
地
震
で
あ
り
、
バ
ン
コ
ク
大
水
害
は
人
災

の
要
因
が
否
定
で
き
ず
、
原
発
事
故
と
欧
州
危
機
は
ま
さ

に
人
災
で
あ
り
、 

リ
ス
ク
管
理
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ

ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
は
、
米
国
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
の
大

統
領
選
挙
、
中
国
の
指
導
部
の
交
代
な
ど
政
治
の
年
に
な

り
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
変
化
を
追
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
最
近
行
わ
れ
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
会
】

一
、
石
川
幸
一
代
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
十
二
月
三
日
（
土
）
開
催

　「
最
近
の
世
界
の
貿
易
投
資
動
向
に
つ
い
て
」

　
講
師
：
安
田
啓
氏
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
国
際
経
済
研
究
課
）

二
、
小
林
煕
直
代
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
十
二
月
八
日
（
木
）
開
催

　「
モ
ン
ゴ
ル
の
環
境
事
情
」

　
講
師
：
大
江
宏
亜
細
亜
大
学
経
営
学
部
教
授

三
、
野
副
伸
一
代
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
十
二
月
十
四
日
（
水
）
開
催

　「
金
融
危
機
後
の
国
際
政
治
の
構
造
変
化
（
続
）」

　
講
師
：
友
田
錫
氏
（
ア
ジ
ア
研
究
所
嘱
託
研
究
員
）


